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亮山阿闍梨像(妙楽寺)

   

皆
さ
ん
、
こ
ん
に
ち
は
。
節
分
も
過

ぎ
、
春
が
待
ち
遠
し
い
季
節
に
な
り
ま

し
た
が
、
ま
だ
ま
だ
寒
い
日
が
続
き
ま

す
。
く
れ
ぐ
れ
も
ご
自
愛
く
だ
さ
い
。

   

今
年
の
か
わ
ら
版
は
知
多
八
十
八
ヶ

所
霊
場
に
つ
い
て
お
伝
え
し
て
い
ま
す
。

今
月
は
、
霊
場
を
開
い
た
亮
山
（
り
ょ

う
ざ
ん
）
阿
闍
梨
に
つ
い
て
で
す
。

★
亮
山
阿
闍
梨

   

亮
山
阿
闍
梨
は
、
江
戸
時
代
後
期
の

一
七
七
二
年
、
尾
張
藩
士
、
石
田
徳
右

衛
門
の
次
男
と
し
て
、
今
の
犬
山
市
辺

り
で
生
ま
れ
ま
し
た
。

   

子
ど
も
の
頃
に
出
家
し
、
法
性
寺
（
甚

目
寺
町
）
に
入
り
ま
す
。

   

一
八
○
六
年
、
三
十
四
歳
の
時
に
妙

楽
寺
（
知
多
市
）
に
転
住
。
こ
れ
を
機

に
、
亮
玄
と
名
乗
り
ま
す
。

   

知
多
に
移
り
住
ん
で
三
年
あ
ま
り
、

一
八
○
九
年
の
三
月
十
七
日
（
新
暦
五

月
一
日
）
、
夢
に
お
大
師
様
が
現
れ
ま

し
た
。

   

「
こ
こ
知
多
は
、
わ
が
宿
縁
の
地
で

あ
る
。
よ
っ
て
、
こ
の
地
に
八
十
八
ヶ

所
霊
場
を
開
き
、
有
縁
（
う
え
ん
）
の

衆
生
（
人
び
と
）
を
済
度
（
さ
い
ど
）
せ

よ
。
や
が
て
二
人
の
行
者
を
遣
わ
す
の

で
、
協
力
し
て
大
業
を
成
し
遂
げ
よ
」

と
の
夢
告
で
し
た
。

   

目
が
覚
め
た
亮
玄
の
枕
元
に
は
、
四
国

八
十
八
ヶ
所
霊
場
の

お
砂
が
置
か
れ

て
い
た
と

伝
え
ら

れ
て
い

ま
す
。

★
岡
戸
半
蔵

   

夢
告
を
受
け
て
霊
場
開
創
を
決
意
し

た
亮
玄
は
、
翌
日
、
四
国
八
十
八
ヶ
所

霊
場
の
巡
拝
に
旅
立
ち
ま
す
。

   

同
年
に
続
き
、
一
八
一
二
年
、
一
八

一
八
年
と
相
次
い
で
巡
拝
し
、
亮
玄
は

三
度
の
お
遍
路
を
重
ね
ま
す
が
、
二
人

の
行
者
は
現
れ
ま
せ
ん
。

   

と
こ
ろ
が
、
翌
一
八
一
九
年
、
阿
久

比
出
身
の
岡
戸
半
蔵
と
出
会
い
ま
す
。

   

半
蔵
は
一
七
五
二
年
、
福
住
（
知
多

市
）
の
農
家
に
生
ま
れ
ま
し
た
。
亮
玄

の
二
十
歳
年
上
で
す
。

   

早
く
に
妻
子
を
失
っ
た
半
蔵
は
、
菩
提

供
養
の
日
々
を
送
り
、
一
八
一
六
年
に

は
禅
林
堂
（
美
浜
町
）
に
供
養
塔
を
建

立
し
ま
し
た
。

   

そ
れ
か
ら
三
年
経
っ
た
一
八
一
九
年
、

半
蔵
は
妙
楽
寺
で
亮
玄
と
出
会
い
ま
す
。

   

亮
玄
の
大
願
に
感
銘
し
た
半
蔵
は
、
私

財
を
投
じ
て
八
十
八
ヶ
所
霊
場
の
開
創

に
尽
力
し
始
め
ま
し
た
。

   

時
に
、
亮
玄
四
十
七
歳
、
半
蔵
六
十

七
歳
の
時
で
す
。

★
武
田
安
兵
衛

   

亮
玄
は
、
四
国
八
十
八
ヶ
所
霊
場
を

巡
拝
中
に
、
高
松
城
下
で
武
田
安
兵
衛

と
知
り
合
い
ま
し
た
。

   

安
兵
衛
は
、
一
七
八
八
年
、
讃
岐
生

ま
れ
。
亮
山
よ
り
十
六
歳
年
下
に
な
り

ま
す
。

   

亮
玄
と
半
蔵
が
大
願
成
就
に
向
け
て

動
き
出
し
た
一
八
一
九
年
、
安
兵
衛
は

諸
国
遍
歴
の
旅
に
出
ま
し
た
。

   

翌
年
、
知
多
を
訪
れ
て
亮
玄
と
再
会
。

安
兵
衛
は
そ
の
後
も
諸
国
遍
歴
を
続
け
、

一
八
二
三
年
、
再
度
知
多
を
訪
れ
ま
す
。

   

そ
こ
で
亮
玄
と
と
も
に
半
蔵
に
会
っ

た
安
兵
衛
は
、
ふ
た
り
の
大
願
に
感
銘

し
、
協
力
を
約
束
。
こ
こ
に
半
蔵
、
安

兵
衛
の
二
人
の
行
者
が
揃
い
、
お
大
師

様
の
夢
告
ど
お
り
と
な
り
ま
し
た
。

   

時
に
、
亮
山
五
十
一
歳
、
半
蔵
七
十

一
歳
、
安
兵
衛
三
十
五
歳
の
こ
と
で
す
。

★
妙
楽
寺
・
禅
林
堂
・
葦
航
寺

   

亮
玄
は
決
意
も
新
た
に
亮
山
と
名
を

改
め
、
翌
一
八
二
四
年
、
知
多
四
国
八

十
八
ヶ
所
霊
場
を
定
め
終
わ
り
、
札
所

へ
お
大
師
様
ご
尊
像
を
奉
安
。
開
眼
供
養

を
行
い
ま
し
た
。
発
願
し
て
十
五
年
目

の
こ
と
で
し
た
。

   

そ
れ
を
見
届
け
る
よ
う
に
、
同
年
、
半

蔵
は
禅
林
堂
で
、
翌
一
八
二
五
年
、
安

兵
衛
は
十
王
堂
（
美
浜
町
）
で
没
し
ま

す
。
半
蔵
七
十
二
歳
、
安
兵
衛
三
十
六

歳
で
し
た
。

   

や
が
て
亮
山
は
福
生
寺
（
知
多
市
）
に

隠
棲
し
、
一
八
四
七
年
、
七
十
五
歳
で

入
寂
。

   

亮
山
は
妙
楽
寺
、
半
蔵
は
禅
林
堂
、
安

兵
衛
は
葦
航
寺
（
美
浜
町
）
に
眠
っ
て

い
ま
す
。

★
戦
人
塚

   

さ
て
、
来
月
か
ら
い
よ
い
よ
出
発
で

す
。
豊
明
市
の
曹
源
寺
が
一
番
札
所
。
桶

狭
間
の
戦
い
の
戦
死
者
を
弔
う
戦
人
塚

が
あ
り
ま
す
。
乞
ご
期
待
。
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